
 ～ 基幹統計調査  内航船舶輸送実績調査票の記入要領 ～ 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

内航船舶輸送実績調査票
○○年 10 月分

0 3 9 1 2 3 4 1 2 木船

1

2

3

4

5

6

7

8

9

　 貨　物　の　重　量　

（単位）

1
市

郡
港

市

郡
港 2 5 0 0 7 4 1

2
市

郡
港

市

郡
港 1 1 7 5 0 1 6 9

3
市

郡
港

市

郡
港 1 8 9 0 1 8 9

4
市

郡
港

市

郡
港 1 8 0 0 2 8 3

5
市

郡
港

市

郡
港 1 0 0 0 3 2 6

6
市

郡
港

市

郡
港 5 0 0 2 4 3

7
市

郡
港

市

郡
港 2 6 3 0 5 0 5

8
市

郡
港

市

郡
港

9
市

郡
港

市

郡
港

10
市

郡
港

市

郡
港

　 注 貨物形態の欄は、該当する番号を記入して下さい。

※印欄は集計機関で書き入れますので、記入しないで下さい。
  国土交通省

秘

※乗率※層番号

事業者番号

揚　　　　　　　　地

和歌山 海草

貨物形態

１．ｺﾝﾃﾅ

２．その他 ※

2,995 油 送 船

そ の 他 の 貨 物 船
作成者の職名及び

氏 名

2

自 動 車 専 用 船

Ｒ Ｏ Ｒ Ｏ 船

貨物の品名

※

ﾌﾟｯｼｬｰﾊﾞｰｼﾞ又は台船

コ ン テ ナ 専 用 船

石 灰 石 専 用 船

単位

ｶｲﾘ

鋼船

※

6
※整理番号

3,434

貨物船

1 8

清水

港　　　　　　　名

10月 2日 富山

神戸

10月30日

　月　日

10月 7日

10月10日

10月12日

10月12日

10月18日

10月29日 山口 宇部 宇部

　月　日

清水

　月　日

( )

( )

( )

　月　日

広島

神戸

福岡

福山

福山

兵庫

静岡

港　　　　　　　名
船から揚

げた日

10月28日

下津

菊間

博多福岡

広島

福山

福山

10月13日 愛知 名古屋 名古屋

福山

　月　日

10月14日 静岡 清水 清水

10月21日 愛知

1

(カイリ)( MT )

( MT )

　月　日

名古屋 名古屋

福山

2

鋼材

鋼材

自動車

2

高岡

10月11日 広島

博多 2越智

積　　　　　　　　地

福岡

7

995 トン

船に積ん

だ日

総務部総務課

船舶太郎

10月 1日

福岡

船質

用途
報告者の住所及び

氏 名 又 は 名 称

東京都千代田区霞が関２－１－２

運輸海運株式会社

愛媛

4

船
名

船舶番号

運輸丸

5
セ メ ン ト 専 用 船

伏木

総トン数

トン その他

の船

リットル

リットル

2

載貨重量トン数

石 炭 専 用 船

3

( MT )

備考

燃
料
消
費
量

　

5航海(カイリ)

(カイリ)

リットル

　( )

シャーシ(カイリ)

( )

( MT )

( 台 )

　

1台1トン

　

Ｂ重油

Ｃ重油

スクラップ

101,995

輸送した距離

鋼材

雑貨

( MT )

　

( MT )雑貨

( )

　

　

(カイリ)

2

基幹統計調査

内航船舶輸送統計調査

2

(カイリ)

カイリ

Ａ重油 1

航海距離

40,703

(カイリ)

都道
府県

都道

府県

都道
府県

都道

府県

都道
府県

都道
府県

都道
府県

都道

府県

都道
府県

都道
府県

都道
府県

都道
府県

都道

府県

都道
府県

都道

府県

都道
府県

都道
府県

都道
府県

都道
府県

都道
府県

船舶検査証書に記載されている船舶番号をご記入下さい。 

なお、押船又は曳船と台船が一体になっている船舶については、押

船又は曳船の船舶番号をご記入下さい。 

また、該当船舶が、プッシャーバージ又は台船の場合で船舶番号が

不明な時は、｢１｣からの連番でご記入願います。 

船舶検査証書に記載されている船名をご記入下さい。 

なお、当該船舶がプッシャーバージまたは台船の場合、「通称名」

でも構いません。 

当該船舶の主要構造部分に使用されている材質によって分類

して下さい。なお、アルミ製船舶については｢1．鋼船｣に、FRP

製船舶については、｢2．木船｣にそれぞれ丸囲みして下さい。 

固有の商品名や製品型番、

記号等では記入しないで

下さい。 

貨物の単位欄には､｢トン｣､｢Ｋ/Ｌ｣､「台」、

｢本｣､｢個｣等の単位をご記入下さい。なお、単

位が「台」、「本」、｢個｣等の場合は、備考欄に

その品目 1｢台｣又は 1｢個｣あたりの重量をト

ン単位で記入して下さい。 

空船時の距離を

含めず、積地港、

揚地港間の距離

を記入して下さ

い。 

航海が同一の積地、揚地であっ

て、同一の品名である場合は、

1行にまとめて記入して結構で

す。この場合、「貨物の重量」は

合計を記入し、「輸送した距離」

は片道 1 回分の距離を記入し

て下さい。また、併せて貨物を

運んだ航海数を備考欄に明記

して下さい。なお、「船に積んだ

日」は最初の航海にかかる月日

を、「船から揚げた日」は最終航

海にかかる月日を記入して下

さい。 

リットル単位で記入して下さい。 

A／C ブレンド油については、

区別できる場合は該当数字を

各々の欄に、区別できない場

合は B 重油欄に記入して下さ

い。 

空船時の航海距離も含めて記

入して下さい。 

また、調査月間を通じて空船

航海のみの場合は、航海距離・

燃料消費量まで記入してくだ

さい、 

○あてはまるものを１つ選択し、該当する数字に○囲みして下さい。 

なお、該当する用途が不明な場合は、船舶検査証書に記載されて

いる用途を選択して下さい。 

○専用船とは、専ら特定貨物の輸送に適した構造を有する船舶をい

います。 

○貨物フェリーは、｢6．RORO 船｣を選択して下さい。 

○特殊タンク船は、｢8．油送船｣を選択してください。 

なお、特殊タンク船とは、パーセルタンカー、アスファルトタン

カー等をいいます。 

シャーシで輸送した場合

は、貨物形態を「3」と記

入して下さい。 

1 積地、1 品目において、数港に荷を揚げた場合は、

その揚げた港の数だけの行数となります。なおこ

の場合、「輸送した距離」については、例でいうと

4 行目には福山港～名古屋港の距離を、5 行目には

福山港～清水港の距離を記入して下さい。 

港名、漁港名で記入し、

地名や事業者専用港名

等は、記入しないで下

さい。 

 

同一港湾内の輸送や輸

送の両端又は一方が海

上である輸送（曳船輸

送、バンカー輸送等）、

又は河川・湖沼のみの

輸送は調査対象外です

ので記入する必要はあ

りません。 

総トン数 20 トン未満の

船舶は調査対象外です。 

１トン未満の端数があ

る時は、その端数を切り

捨てて下さい。 

また、押船又は曳船と台

船が一体になっている

船舶については、総トン

数は押船又は曳船の数

値を、載貨重量トン数は

台船の数値をそれぞれ

ご記入下さい。 

ご不明な場合は、国土交通省にお問い合わせ下さい。 


